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新宿区における多文化共生する日本語学校の提案 
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According to the report of multicultural coexistence in Shinjuku ward, 60% 
foreigners living in Shinjuku still have trouble in Japanese. And foreigners don't 
have many chance to associate with Japanese. So I propose a multicultural japanese 
language school in Shinjuku by considering the current situation of Shinjuku ward 
and the growth of the number of international students. 
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１．序論 
 東京２３区の中で、新宿区は何年でも外国人が一番多い区だ。新宿区には現在、約 4万２千人の外
国人が暮らし、区民の約 12％が外国人となっている。区では、こうした外国人が多く住み暮らすこと
を区の特性として積極的にとらえ、国籍や民族等の異なる人々が互いの文化的違いを認め、理解しあ
い、共に生きていく多文化共生のまちづくりを推進している。多文化共生とは、「国籍や民族などの異
なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員と
して共に生きていくこと」。外国人の中に、９０％以上はアジア国の人だ。大久保通りに沿って、外国
人がもっとも多いの大久保、百人町、北新宿区域がある。 
 
 
 
 
新宿区多文化共生実態調査報告書によって、新宿に住んでいる外国人はまだ６割近い日本語に困るこ
とがある人がいる。そして、外国人は日本人との付き合いきっかけも少ない。新宿区の現状と留学生数
成長の状況を考えで、新宿における多文化共生する日本語学校を提案する。 
 
２．多文化共生の理論 
  
多文化社会では、ルールの認識が同じではない人々の間で、ともに居心地良く暮らす生活上のルール
を作り直し、ともにルールを遵守するための話し合いを行う必要がある。理想的な解決方略としては、
両者の話し合いのもとでの共同活動や妥協など直接·双方向方略に向かう必要がある。 
 
自分の文化的アイデンティティを保持しながら、ホスト社会の人々との良好な関係を作っていく、「統
合」の状態をホスト社会の住民とともにめざしていくのかが多文化共生の方向性であると言える。この
ように、多文化共生社会とは、多様性に寛容な社会、多様性を持つ人々を理解し、構成員が居心地良く
ともに生きていくことのできるコミュニティだ。 
 
３．敷地 
大久保は、新宿区を代表する外国人と多文化要素が混在する不思議なまちだ。大久保と百人町の外国
人の店と物質方面ほ発展が盛んでいるが、文化と精神方面の発展はまだ弱いだ。日本人との交流きっか
けもすくない。それで、大久保の隣の北新宿三丁目を外国人の文化と精神方面の町に建設して、日本人
と外国人を文化的に結びつける。 
 
北新宿三丁目なかにある日本語学校が一番外国人の留学生がおおい場所だ。日本語学校を建て替えて
多文化共生という機能をいれる。留学生、日本人、外国人市民、観光客の需要を基づいて、新しいタイ
プの空間を作って、異なるひとびとが一緒に交流できる新しいタイプの日本語学校を提案する。 
 
４．設計 
１．そこにいる人たち全体の相互関係を中心原理にする。   
２．周辺環境とともに計画される。  
３．単なる経済消費施設ではない、敷地で小さな経済圏が成り立つように計画される。  
４．中間的な交通インフラを持つ。  
５．外に向かって開かれた場所を用意されている。 
６．専有空間と共有空間が共存する（黒白） 
    
  
留学生毎日の生活は家、学習、アルバイトで構成 
される。学校は一階の共生スペースに料理店、お土 
産店などの商業施設を設ける。留学生は学校に出な 
くても毎日の生活循環を完成できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 外国文化の長所を発揮して、日本人と外国人市民 
の需要を満たすことで、外部の人を寄せる。こうして、 
異なる人々の付き合いきっかけが生まれる。 
 
 
 
 
 
５．パース 
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